
　今年から、近くの大学に文学部歴史学科、日本史専攻聴講生として、週 3 日通学を始めました。受講

科目は、地誌学、人文地理学、日本近代史、日本古代史、仏教美術史の五科目です。

　日本古代史とは、日本列島に人類が登場してから、縄文時代、新石器時代、弥生時代を経て平安時代

中期、院政時代までを指します。

　古代史最大のロマンと謎は邪馬台国の所在地であります。

　中国の三国志時代、魏、呉、蜀の三国が争っていた三世紀、魏に邪馬台国から朝貢した事実が魏志倭

人伝と云って二千字ほどの記述があったことにより、邪馬台国の所在が九州説、畿内説、その他論じら

れておりました。

　島根県の東半分に位置する出雲国は古代史のなかでとりわけ重要な地域のひとつです。

　『古事記』にみられる神話の 3 分の 1 は、出雲に関係しており、弥生時代における青銅器保有量の最も

多い地域として注目が集まっています。私が古代史で最も興味のあることは、仏教の起源と日本への伝

来についてであります。

　私が東海道中を終えた時、突然自宅に電話を頂き、東海道ネットワークの会へ入会を誘って下さった

飛澤久治氏は、インドネシアの遺跡ボロブドゥールへ足繁く往来し研究をされておりましたが、御高齢

で、会って御指導賜ることは叶わなくなりました。

今後は学習の中でより真相にふれることが出来ま

すよう楽しみに励み度いと念じております。

　近代史は、関ヶ原の戦（1600）−明治維新までの

歴史です。教授は古文書を読み解くことにより、未

だ西日本中心に豊臣氏の勢力が残っていた頃から、

大坂の陣で豊臣氏が滅亡し、初めて徳川氏主導の

体制となり、三代将軍家光の代で、16代、265年

続く堅固な体制が確立して行く過程を、古文書や

「正保国絵図」武蔵国部分を示して熱く語りかけま

す。講義終了までに 1 枚の小さな紙を渡して提出

させます。その際「只、大変面白かった」とだけ書

いても私は決して面白くない。君達が講義の中で

感じた事、疑問、取組みについての意欲を吐露し

てもらえれば自分は本望だ、と仰っておりました

が、僅か十分程では到底まとまらず、私が提出し

た時は、数十人居た学生達は全員退出し、最後の
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1 人になっていました。今後は古文書の読み方等

も学びなんとか教授の講義について行き度いと思

いました。

　5 月28日は東海道ネットワークの会21、第54回

例会が実施されました。テーマは、駿河三宿“渡り

鳥”シリーズ〜丸子、岡部、藤枝〜であります。例

会の企画した行程に従って探訪します。10時静岡駅

集合、駅前のビルの壁には「女城主井伊直虎の里へ

ようこそ」の幕が掲げられ、NHK大河ドラマの主

人公直虎の人気で盛り上っております。総勢25名を

乗せた小型バスは薫風爽やかな駿河路を走ります。

①柴
さ い お く じ

屋寺別名吐
と げ つ ぽ う

月峰

　戦国時代の永正 3 年（1506）連歌師宗長がこの地に営

んだ草庵柴屋軒を前身とします。庭園は国名勝、国史

跡で銀閣寺の庭を模して宗長自身が作庭しました。竹

林は京嵯峨から移植。方丈より見た庭園は山号にも

なっている北西の天柱山を借景に取り入れた西側の

部分と茶室をはさんだ北側の枯山水の庭から構成さ

れています。駿河の今川氏に仕えた宗長は氏親の依頼

を受けて、甲斐武田氏との和睦交渉に当たるなど多彩

な行動でも知られておりました。

②旅籠柏
かしば

屋
や

　岡部宿に残る貴重な街道遺産。柏屋を営んだ山内

家は旅籠と質屋を兼営し、田畑も広く持って代々問

屋と年寄など岡部宿の役人を務めました。建物の床

面積は百坪で、文政と天保の岡部大火で類焼しまし

たが天保 6 年（1835）再建、今でも当時の面影を残す

貴重な建物で、国登録文化財に指定されています。

当日は、この敷地内の一祥庵にて、昼食後、総会が

実施されました。

③田中城跡

　今川氏の武将一色伸茂の築いた徳一色城を攻め取った武田信玄が田中城と命名したことに始ります。

国内では類のない同心円形の縄張りを持つ平城で、亀田城とも呼ばれました。長篠の戦以降、徳川、武

田の度重なる攻防でも、この巧みな縄張りによって落城しませんでした。「人は石垣人は城、情けは味方

仇は敵」と謳った武田氏の面目でしょうか。徳川幕府の成立以降、酒井忠利が一万石で城主として家康

専用の「田中御殿」として体裁を整えました。家康は駿府に隠居しますと、頻繁にこの田中御殿を利用し
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ての鷹狩りを行いました。元和 2 年（1616）この城で

腹痛を催し、駿府城に戻り 4 月に逝去しました。博学

な小山会員によれば胃癌ではなかったか、とのこと。

史上初の依願退職、と落ちまで付いておりました。

④蓮華寺池公園

　慶長18年（1613）この地の若王子村、市部村、五十

海村の村民が総出で掘り上げた灌漑用の用水池。現

在は藤枝市の市民公園として桜、石南花、躑
つ つ じ

躅、菖

蒲、藤の花が次々に咲きます。

⑤蓮生寺

　建久 7 年（1196）、『平家物語』敦盛最期の熊谷次郎

直実（法名蓮生）の開山

⑥若一王子神社

　天平 2 年（730）創設、後三年の役（1083−87）で八

幡太郎義家が奥州へ下るときに、この神社に立ち寄

り、松の木に藤が絡まって見事な花を咲かせていた

のを見て「松に花咲く藤枝の一王子宮居ゆたかにい

く千代をへん」と詠んだのが「藤枝」の地名の由来と

なりました。

⑦大慶寺

　建長 5 年（1253）日蓮上人が叡山や奈良の寺で修行

を終えて安房の国に帰る途中この地に一泊。天文年

間（1532−52）大円院日達がここに止宿、近在の信者

を説いて堂宇を建立。境内の松は樹齢750年。手島会

長の誼
よしみ

で新茶をご馳走になり、住職氏から有難い法

語を賜りました。

⑧月
や ま な し

見里神社の楠木

　目通り幹囲9.5m、樹齢300年。

⑨志太郡衙跡

　奈良時代から平安時代にかけての古代駿河の国志

太の郡家（郡衙）の遺跡。昭和52年、住宅団地の造成

の途中発見される。発掘調査により建物三十棟、門、

板塀、井戸、道路跡などの遺構で古代の郡衙（地方行政機構）の構造を示すもの。

　東海道ネットワークの会21の次回例会は神奈川宿−大山（雨乞いの神）詣でです。

　古代史、近代史の学習成果も報告出来ればと念じております。

大慶寺の松

郡衙跡
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